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（２）年間指導計画上の配慮事項  

１ 目標  
○特別の教科である道徳を要として学校の教育活動全体を通じて行うものであり，道徳
科はもとより，各教科，外国語活動，総合的な学習の時間及び特別活動のそれぞれの
特質に応じて，児童の発達の段階を考慮して，適切な指導を行う。  

  ○道徳教育の目標に基づき，よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため，道徳
的諸価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考え，自己
の生き方についての考えを深める学習を通して，道徳的な判断力，心情，実践意欲と
態度を育てる。  

 
２ 取り組みの重点内容  

○指導計画の見直し  
・道徳教育全体計画の見直し  
・道徳年間指導計画の見直しと評価  

    ○道徳性を養う  
・道徳の時間はもとより，各教科，特別活動および総合的な学習の時間においても
適切な指導を行う。  

     ・総合単元的な道徳学習を組んで取り組む。  
・道徳の時間の指導の工夫  
※みんなの気持ちや考えを出し合い，一人一人が主体的に考えを深める。  
※友達や自分の良さ，生きていることのすばらしさ，学校や地域の温かさに気づく。 

       （ア）ボランティア活動や体験学習や総合的な学習での体験活動を生かすなど，多
様な指導の工夫をする。  

（イ）児童の発達段階や特性を考慮した創意工夫のある指導を行う。  
○道徳的環境基盤の確立  
・学校や学級内の人間関係や環境を整える。  
・道徳教育の指導内容が児童の日常生活に生かされるようにする。  

    ○学校・家庭・地域との連携  
・共通理解を深め，保護者や地域の人々の参加や協力を得るようにする。  

 
３ 指導内容の重点化  

○低学年においては，基本的な生活習慣や善悪の判断，社会生活のルールを身につけ  
ること，身近にいる友達と仲良く活動し，助け合うことの大切さや生命を大切にす
る心などの事柄に留意して重点化を図る。  

     指導内容が１９項目であるため，いずれも２単位時間ずつの指導に加え，重点項目
と定めた内容について更に指導を深め，１学年３４単位時間，２学年３５単位時間
とする。  

○中学年においては，思いやりや親切，礼儀の大切さを知り，誰に対しても真心をも
って接する態度や，自分の考えや意見を相手に伝えるとともに，相手のことを理解
し，自分と異なる意見を大切にする心情などの事柄に留意して重点化を図る。  

 指導内容が２０項目であるため，重点項目について３単位時間指導し，他は，学級
の実態に応じて指導を深め，合計３５単位時間とする。  

    ○高学年においては，より高い目標を立て，物事をやり抜くことや集団の中での自分
の役割を自覚して集団生活の充実に努めること，自他の生命を大切にする心などの
事柄に留意して重点化を図る。  

      指導内容が２２項目であるため，中学年と同様に指導し，合計３５単位時間とする。 
 
 ４  道徳の時間の指導において配慮すること  
  ○人間が人間らしくよりよく生きていくということは，自分自身が自分の内面に自己

のあり方を問いながら，自分自身の向上を考えて生きていくことであると考えるそ
のためには，人間の内面には，必ずやよりよいものを求めるものがあるのではない
かと考え，そのよりよいものを教師が引き出し，それを高めていく支援をしていき
たいと考える。  

     そこで，日々の暮らしや体験活動，さらに道徳の時間での指導を繰り返すことによ
って，児童たちは自分の内に潜むよりよく生きたいという願いに気づき，自分自身
がその願いの実現に向けて努力していくものであると考える。  
そこで，上記のような児童たちを育てていくために，次のようなことを大切にした
いと考える。  
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（１）一人一人の願いにまで目を向けて児童の実態を把握する。  
          児童の実態把握については，できるだけ体験や活動を通してとらえるようにす

る。表面に現れてくる行動やそれを支える気持ちや考えだけでなく，「こうし
たい」「こうありたい」という願いにまで目を向けて一人一人の実態を把握す
る。  

      （２）一人一人の願いの実態に応じた手だてを工夫する。  
           願いの異なる一人一人の児童が，自分なりに願いを高めていくために，その子

に応じた働きかけや手だてを工夫する。そして，一人一人の児童が自分自身の
願いを高めていけるような手だてを工夫する。  

      （３）一人一人の願いの高まりや成長の様子を認め，励ますようにする。  
道徳的な高まりや成長の様子が周りの人に認められたり，自分の心の中に意識
化されたりすることで，満足感や充実感を抱く。そうすることでよりよく生き
たいという願いを強く意識したり，高めたりしていくことができると考える。  

        そのために，１時間１時間の道徳の時間を大切にすること  
◎道徳の時間を大切にするために大事にしたいこと  

        ・児童の興味関心や実態にあった教材を選ぶこと  
・児童同士の話し合いをしっかりさせること  

 （役割演技，グループ討議，パネルディスカッション等手法はいろいろと考えて） 
        ・振り返る時間を大事にし，自分自身をしっかり振り返ること  

・心に残る終末にすること  
 

５ 一人一人の願いを高める総合的な学習や体験学習  
○児童たちは，日々の暮らしや体験活動の中で人や自然，地域社会とかかわりなが
ら様々な経験をしたり，感情を味わったりする。そうした日々の体験の積み重ね
で，何かに感動したり，驚いたり，満足感を味わったりするうちに自分自身の中
に潜む「よりよく生きたいという願い」に気づく。そして何度か体験を繰り返す
うちに，児童たちは自分の内にある自分自身の願いを少しでも向上させたいと願
うであろうそうすると，自らの手で新しい工夫やアイディアを出しながら実践し
ていく児童になると考える。  

          ※総合的な学習  
未来へ向けて自らが課題に取り組み，ともに考える道徳教育  

          ※体験学習  
・勤労生産活動  
  栽培活動，一人一鉢の栽培，学級花壇  

小動物の飼育（鯉，金魚，メダカなど）  
                   校内美化活動，縦割り班での外掃除など  

・暮らしを高め自主的に生きていく力を育てる活動  
集会活動（一年生を迎える会，六年生を送る会，その他委員会主催の  
集会など）  

                  清掃，音楽朝会など  
 
６ その他柔軟に対応していきたいこと  

○課題をはっきりもたせて指導する。  
○自分の良さに気づくことができるような取り組みをする。  
○教師は，一緒に活動しながら，児童に称賛の言葉をかける。  
○児童同士が，お互いのがんばりを紹介し合うようにする。  
○総合的な道徳学習の単元の中に関連項目の道徳の時間を設ける。  
○必要に応じて，校長や教頭の参加，TT など他の教師との協力的指導，保護者や地域  
の人々の参加や協力を得るようにする。  

○学年間で交流学習を（指導する担任を交替する。終末に TT で）  
○私たちの道徳やワークシートを工夫して活用する。  
○児童一人一人の道徳性に係る成長の様子を積極的に捉え，評価する。（授業中の児  
童の発言，ワークシートなどから）  


